	細胞外液と細胞内液のイオン組成の違い

	
	
	

	イオン
	細胞外液
	細胞内液

	Na+
	150
	15

	Cl-
	125
	10

	K+
	5
	150


	神経線維の分類
	
	
	

	
	
	
	
	

	①文字分類
	
	
	

	種類
	役割
	直径（μm）
	伝道速度（m/sec）

	A
	α
	筋紡錘からの求心性情報
	15
	100

	
	
	骨格筋支配
	
	

	
	β
	触覚、圧覚
	8
	50

	
	γ
	筋紡錘への遠心性情報
	5
	20

	
	δ
	痛覚、温覚、冷覚
	3
	15

	B
	交感神経節前線維
	<3
	7

	C
	痛覚、交感神経節後線維
	1
	1

	
	
	
	
	

	②数字分類
	
	
	

	種類
	役割
	直径（μm）
	伝道速度（m/sec）

	Ⅰ
	a
	筋紡錘からの求心情報
	13
	75

	
	b
	腱受容器からの求心情報
	
	

	Ⅱ
	触覚、圧覚
	9
	55

	Ⅲ
	痛覚、温覚、冷覚
	3
	11

	Ⅳ
	痛覚
	1
	1


	筋肉の分類とその特徴
	
	
	

	
	
	
	
	

	筋肉の種類
	主な機能
	横紋の有無
	支配神経

	骨格筋
	骨格の位置関係の変化または維持
	あり
	体性神経

	
	→身体の運動と姿勢の維持
	
	（運動ニューロン）

	
	
	
	

	心筋
	心臓のポンプ作用
	あり
	自律神経

	平滑筋
	→単元性平滑筋
	臓器の運動
	なし
	自律神経

	
	→多元性平滑筋
	
	
	

	
	
	
	
	


	自律神経節および効果器のところで放出される科学伝達物質

	
	
	
	

	　
	節前線維
	節後線維
	効果器

	交感神経
	アセチルコリン
	ノルアドレナリン
	胃、腸、心などと血管収縮線維

	交感神経
	アセチルコリン
	アセチルコリン
	汗腺と骨格筋の血管拡張線維

	交感神経
	アセチルコリン
	アドレナリン
	節前線維→副腎髄質

	
	
	ノルアドレナリン
	

	副交感神経
	アセチルコリン
	アセチルコリン
	一般内臓器


